
二
人
は
と
も
に
現
在
の
西
尾
市
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
高
橋
瑞
の
姉
ア
イ
が
荻
野
久
作
の
養
父
忍
に
嫁
す
と
い
う
事

実
が
あ
っ
た
。

高
橋
瑞
は
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
十
月
二
十
四
日
幡
豆
郡
西
尾

鶴
ヶ
崎
村
に
六
男
三
女
の
末
女
に
生
ま
れ
た
。
父
驍
六
郎
は
西
尾
馬

回
り
役
で
、
和
歌
を
た
し
な
承
、
没
後
歌
文
集
『
寿
可
流
集
』
が
出

さ
れ
て
い
る
。
瑞
は
九
歳
で
父
を
失
い
、
母
も
ま
も
な
く
没
し
た
た

め
、
長
兄
夫
妻
に
養
育
さ
れ
た
が
、
の
ち
東
京
に
出
て
苦
難
の
生
活

を
経
験
し
た
。
一
八
七
九
年
（
明
治
十
二
）
自
活
の
道
に
入
る
べ
く

群
馬
県
前
橋
の
津
久
井
磯
子
に
就
い
て
産
婆
術
を
学
び
、
さ
ら
に
櫻

井
郁
二
郎
の
経
営
す
る
東
京
浅
草
の
紅
杏
塾
に
入
り
、
こ
こ
を
卒
業

し
て
一
八
八
三
年
内
務
省
産
婆
免
状
を
取
得
し
た
が
、
産
婆
と
な
っ

た
の
は
医
師
に
な
る
た
め
の
学
資
を
か
せ
ぐ
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
頃
女
子
に
は
医
術
開
業
試
験
を
受
け
る
資
格
が
な
か
つ

高
橋
瑞
と
荻
野
久
作

安
井
広

た
た
め
、
同
志
を
さ
そ
い
あ
わ
せ
、
内
務
省
衛
生
局
長
長
与
專
斎
に

請
願
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
仕
方
な
く
伝
手
を
求
め
て
大
阪
に
行

き
、
高
橋
正
純
の
も
と
で
医
学
を
学
ん
だ
が
、
翌
年
前
橋
に
帰
り
産

婆
を
開
業
し
た
。
一
八
八
四
年
六
月
女
子
に
も
開
業
試
験
受
験
が
認

め
ら
れ
た
の
で
上
京
し
て
成
医
会
講
習
所
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
半

年
分
の
授
業
料
を
前
納
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
た
め
断
念
し
、
済
生
学
舎
の

門
を
た
た
い
た
。
し
か
し
こ
こ
も
女
子
の
入
学
を
拒
否
し
た
の
で
舎

長
長
谷
川
泰
と
膝
詰
談
判
し
、
つ
い
に
入
学
許
可
を
得
た
。
翌
年
春

前
期
試
験
及
第
、
後
期
に
は
臨
床
試
験
が
あ
る
た
め
、
幾
多
の
曲
折

を
経
て
順
天
堂
で
実
地
を
学
び
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
四
月
三

十
六
歳
で
女
医
の
資
格
を
得
た
。
登
録
番
号
一
二
七
九
。
荻
野
吟

子
、
生
沢
ク
ノ
に
つ
ぐ
三
人
目
の
女
医
で
あ
る
。
翌
年
一
月
日
本
橋

区
元
大
工
町
九
番
地
に
開
業
し
た
が
、
高
橋
は
さ
ら
に
女
医
の
権
威

を
高
め
よ
う
と
ド
イ
ツ
留
学
を
決
意
し
た
。
順
天
堂
の
佐
藤
進
ら
は

高
橋
の
健
康
を
う
れ
い
、
こ
れ
を
取
り
や
め
る
よ
う
す
す
め
た
が
、

高
橋
の
決
意
は
か
た
く
一
八
九
○
年
ド
イ
ツ
に
向
か
っ
た
。
し
か
し

ド
イ
ツ
で
も
当
時
大
学
は
女
子
の
入
学
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。
一

時
ポ
ツ
ダ
ム
の
病
院
に
学
ん
だ
が
必
死
に
歎
願
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学

の
聴
講
生
と
し
て
婦
人
科
教
授
ウ
ォ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
ら
に
就
い
て
学

（84） 84



ん
だ
が
、
一
年
ほ
ど
の
ち
に
喀
血
し
た
た
め
、
九
十
二
年
五
月
帰
国

し
て
、
さ
き
の
元
大
工
町
に
開
業
し
た
。
開
業
中
多
く
の
書
生
に
学

資
を
象
つ
い
だ
。
一
九
一
四
年
満
六
十
歳
で
診
療
を
や
め
、
隠
居
し

て
御
歌
所
寄
人
遠
山
英
一
に
就
い
て
和
歌
の
道
に
進
ん
だ
。
二
十
七

年
二
月
二
十
八
日
七
十
六
歳
で
死
去
。
遺
言
に
よ
り
東
京
女
子
医
専

で
解
剖
、
死
因
は
胸
腺
癌
腫
で
ク
ル
プ
性
肺
炎
併
発
。
三
十
三
年
十

月
世
田
谷
区
豪
徳
寺
に
彰
功
碑
が
建
て
ら
れ
、
こ
の
時
歌
集
『
瑞
雲

集
』
が
配
布
さ
れ
た
。
文
芸
評
論
家
勝
本
清
一
郎
は
こ
の
中
の
死
を

前
に
し
て
の
三
首
に
つ
き
、
西
洋
医
学
に
打
ち
こ
ん
だ
精
神
的
態
度

の
窮
極
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
た
（
『
医
家
芸
術
』
八
・
六
）
。

な
お
高
橋
は
『
東
京
医
事
新
誌
』
七
六
三
号
に
「
母
体
脚
気
ト
小
児

ノ
腸
胃
病
ト
ノ
関
係
」
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
前
年
弘
田

長
が
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
五
’
十
八
号
に
書
い
た
乳
児
脚
気
に
関

す
る
論
文
を
例
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
吉
岡
弥
生
は
荻
野
吟
子
を
女

医
の
生
承
の
親
、
高
橋
瑞
を
育
て
の
親
と
称
し
て
い
る
。

荻
野
久
作
は
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
三
月
二
十
五
日
愛
知
県

げ
じ
よ
う

八
名
郡
下
条
村
（
現
在
豊
橋
市
下
条
東
町
字
白
石
）
の
農
業
中
村
彦

作
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
十
七
歳
の
時
幡
豆
郡
西
尾
町
荻
野
忍
の
養

子
と
な
り
、
姓
を
荻
野
と
改
め
、
中
学
三
年
か
ら
東
京
の
杉
浦
重
剛

創
立
の
日
本
中
学
へ
転
校
し
た
。
そ
の
後
第
一
高
等
学
校
、
東
京
帝

大
医
科
大
学
に
学
び
、
卒
業
後
同
大
学
産
婦
人
科
教
室
で
木
下
正
中

教
授
の
指
導
の
も
と
に
研
究
生
活
に
入
っ
た
が
、
経
済
上
の
理
由
で

研
究
を
中
絶
し
、
入
澤
、
木
下
両
教
授
の
す
す
め
で
十
二
年
三
月
新

潟
市
竹
山
病
院
婦
人
科
に
就
職
し
た
。
二
十
二
年
か
ら
臨
床
の
か
た

わ
ら
新
潟
医
大
病
理
学
教
室
で
川
村
麟
也
教
授
の
も
と
で
研
究
、
二

十
四
年
「
人
類
黄
体
ノ
研
究
」
に
よ
り
東
京
帝
大
か
ら
医
学
博
士
の

学
位
を
授
与
さ
れ
、
同
年
「
排
卵
ノ
時
期
、
黄
体
ト
子
宮
粘
膜
ノ
周

期
的
変
化
ト
ノ
関
係
、
子
宮
粘
膜
ノ
周
期
的
変
化
ノ
周
期
及
ビ
受
胎

日
二
就
テ
」
を
『
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
』
十
九
・
六
、
一
九
二
四

に
発
表
し
た
。
こ
れ
が
荻
野
学
説
で
こ
れ
に
つ
い
て
の
発
想
は
新
潟

に
来
て
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

荻
野
は
そ
の
後
三
十
六
年
か
ら
竹
山
病
院
長
と
な
り
、
戦
後
五
十

一
年
新
潟
市
名
誉
市
民
に
推
薦
さ
れ
、
五
十
三
年
紫
綬
褒
賞
を
受

領
、
六
十
六
年
秋
に
勲
二
等
旭
日
重
光
章
受
領
、
ま
た
「
オ
ギ
ノ
学

説
に
よ
る
人
口
問
題
へ
の
貢
献
」
あ
り
と
し
て
朝
日
文
化
章
が
授
与

さ
れ
た
。
荻
野
は
そ
の
後
も
臨
床
を
は
な
れ
る
こ
と
な
く
一
九
七
五

年
一
月
一
日
死
去
し
た
。
荻
野
の
功
績
は
人
類
生
殖
の
基
礎
を
つ
き

と
め
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
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養
父
忍
は
分
限
帳
に
三
人
扶
持
助
教
方
と
あ
り
、
漢
字
を
教
え
て

い
た
と
い
う
。
の
ち
旧
藩
主
の
も
と
で
日
本
赤
十
字
社
に
勤
め
て
い

た
が
、
久
作
が
新
潟
に
就
職
す
る
時
一
緒
に
移
住
し
た
。

（
愛
知
県
）

一
ｆ

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
リ
ー
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
陸
軍
医
史
博
物
館
は
、
正
式
に
は
、
ど
日
＆
團
弓
ｏ
男

巨
①
旦
旨
巴
巨
巨
附
巨
昌
呉
普
。
シ
吋
日
＆
田
。
月
窃
冒
昌
目
前
島
固
？

吾
。
］
○
喝
と
称
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

演
者
は
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
手
紙
を
解
読
し
て
い
る
中
に
、
同
博

物
館
に
日
本
製
の
医
学
教
育
用
人
体
模
型
が
二
体
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
同
館
を
訪
れ
調
査
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

木
製
の
人
体
模
型
は
二
体
あ
る
。
い
ず
れ
も
身
長
は
約
〃
一
米
位
の

女
性
で
あ
る
。
一
体
は
女
性
の
臥
位
で
胸
腹
部
の
臓
器
が
観
察
可
能

に
な
っ
て
お
り
、
腹
部
で
は
子
宮
に
胎
児
を
見
る
。
も
う
一
体
は
座

解
剖
用
女
性
人
体
模
型
と

Ｓ
・
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
手
紙松

木
明
知
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